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を認定

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
9
月
4
日
か
ら 

日
ま
で
の 

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

２４

　

平
成　

年
度
の
各
種
会
計
決
算
、
平
成　

年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
、
契
約
締
結
案
件
、
人

２３

２４

事
案
件
な
ど　

議
案
２
諮
問
６
認
定
が
提
出
さ
れ
、
１
議
案
を
除
き
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

２１

た
。

　

ま
た
、
意
見
書
１
件
を
採
択
し
、
国
に
送
付
。
請
願
１
件
が
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、 

人
の
議
員
が
町
政
を
問
い
、
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

１４

１１

１６

平成２３年度決算のあらまし
　一般会計は、歳入１５３億７,５３５万円、歳出が１３６億２,５１５万円となり、

２２年度より歳入で２５.２％、歳出で２８.９％の増となりました。

　歳入・歳出ともに増加の主な原因は、東日本大震災や台風１５号の

発生による災害関連経費に起因しており、町独自の増加要因は、学

校給食センター整備事業によるものになっています。

　特別会計は、４つの会計を合わせて歳入６３億８,１７３万円、歳出６１億

７,９８６万円となり、４会計とも黒字決算となっています。

　水道事業会計においては、２３年度は給水人口は増加したものの、

震災の影響等による給水量の減少により、給水収益が前年度に対し

減少しました。また累積欠損金が生じている状況にあり、さらに厳

しい経営になるものと考えられます。

　

決
算
審
査
の
結
果
、
不
当

性
、
違
法
性
は
認
め
ら
れ
ず
、

計
数
的
に
も
正
確
で
あ
る
。

　

今
後
も
施
策
の
優
先
度
を

把
握
し
、
経
常
経
費
の
支
出

を
抑
え
な
が
ら
、
一
層
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
は
、

東
日
本
大
震
災
の
関
連
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
較
し
約　
３０

億
円
の
増
加
と
な
っ
た
。
不

用
額
に
お
い
て
は
、
前
年
度

よ
り
約
３
億
円
増
加
し
て
い

る
が
、
今
後
は
年
度
途
中
で

適
切
な
減
額
補
正
等
を
お
こ

な
い
、
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン

ス
に
配
慮
し
、
適
正
な
予
算

の
執
行
管
理
に
配
慮
さ
れ
た

い
。

　

国
保
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
不
納
欠
損
額
は
若
干
増

加
し
て
い
る
が
、
収
入
未
済

額
は
約
１
億
円
減
少
し
て
い

る
。
今
後
も
長
期
的
な
保
険

財
政
の
安
定
化
を
図
る
と
と

も
に
、
健
康
管
理
意
識
の
向

上
を
図
る
保
険
事
業
等
を
実

施
し
て
、
疾
病
予
防
と
健
康

づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た
い
。

富
谷
町
代
表
監
査
委
員　

阿　

部　
　
　

功

監
査
委
員
の
意
見

町税 
50億2,991万円 
　　　（33％） 

国・県支出金 
31億9,257万円 
（21％） 

地方交付税 
29億4,028万円 
　　　（19％） 

繰越金 
15億9,728万円 
（10％） 

町債 
8億8,750万円 
（６％） 

譲与税・交付金 
7億591万円 
（５％） 

諸収入 
5億3,215万円 
（３％） 

使用料・手数料 
1億9,786万円 
（１％） 

その他 
2億9,189万円 
（２％） 

歳　入 

153億7,535
万円 

町民税 
　24億5,220万円 
固定資産税 
　22億1,524万円 
その他 
　　3億6,247万円 

【内訳】 

定 例 会 

第3回
定例会
決算議会
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平成23年度  決算　

教育費

・学校給食センター整備

　12億3,544万円

・公民館維持管理

1億3,147万円

・西成田コミュニティセン

ター運営・維持管理

9,259万円

土木費

・町道除融雪事業

　1億5,604万円

・町営清水沢・宮ノ沢

住宅建替

1億1,287万円

・町道穀田線歩道新設事業

9,273万円

衛生費

・一般廃棄物処理事業

　（仙台市委託分含む）

3億2,758万円

・感染症予防事業

1億9,656万円

・住民検診事業

1億1,584万円

災害復旧費

・東日本大震災・道路
河川災害復旧事業

4億418万円
・東日本大震災公共・
公用施設

3億2,809万円
・台風15号に係る災害復旧事業

3,915万円

民生費
・認可保育所運営事業

　2億5,789万円

・介護施設整備補助

1億8,312万円

・乳幼児医療費助成

1億3,920万円

総務費
・防犯灯整備事業

5,717万円
・基幹系システム構築

4,753万円
・黒川地域行政事務組
合（組合管理）負担金

3,667万円

消防費
・黒川地域行政事務組
合消防負担金

6億8,047万円
・防災備蓄物品等整備事業

2,462万円
・消防団員設置・運営

1,889万円

公債費

5億2,309万円

一般会計

このように使われました

（借金返済）

公債費 
5億2,309万円 
（４％） 

労働費 
2億4,164万円 
（２％） 

農林水産業費・商工費 
1億5,604万円 
（１％） 

議会費 
1億5,236万円（１％） 

消防費 
7億3,368万円（５％） 

災害復旧費 
7億6,879万円（６％） 

歳　出 

136億2,515
万円 

民生費 
41億6,562万円 
　　　（30％） 

教育費 
30億9,961万円 
（23％） 

　　総務費 
14億1,409万円 
（10％） 

衛生費 
11億9,755万円 
（９％）　 

土木費 
11億7,268万円 
（９％） 

定 例 会 

歳入（財源）　　　 153億７,535万円

歳出（使いみち）   136億2,515万円

繰越金  10億4,056万円

実質収支  7億   964万円

一
般
会
計
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年
度　

決
算
質
疑

２３

　

年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

２３れ
た
の
か
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

決 算 審 査 特 別 委 員 会 

一

般

会

計

 

　

年
２
回
開
催
の
町
政
懇

談
会
を
増
や
す
考
え
は
。

 

　

町
民
の
ご
意
見
を
聞
く

こ
と
は
大
事
で
す
の
で
、
開

催
を
増
や
す
予
定
で
す
。

 

　

昨
年
中
止
に
な
っ
た
町

民
体
育
祭
に
支
出
さ
れ
て
い

る
理
由
は
。

 

　

台
風
の
影
響
で
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
、
準
備
作
業

費
と
景
品
代
で
す
。
景
品
は

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
へ
一
部
有
効
活
用

し
ま
し
た
。

 

　

富
谷
町
は
財
政
的
に
ゆ

と
り
が
あ
り
、
財
政
調
整
基

金
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

問 答 問 答 問 

予
算
の
枠
を
広
げ
使
う
べ
き

で
は
。

 

　

震
災
を
受
け
復
興
に
向

け
て
身
を
削
っ
て
結
果
を
出

し
た
１
年
で
し
た
。
こ
の
先
、

富
谷
の
将
来
を
描
く
と
散
財

す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

公
平
性
、
枠
組
み
の
中
で
、

最
低
で
も
２
年
の
ス
パ
ン
で

み
る
認
識
で
す
。

 

　

住
基
ネ
ッ
ト
の
保
守
に

毎
年
５
０
０
万
円
か
か
っ
て

い
ま
す
が
契
約
内
容
は
。

 

　

主
に
年
１
回
の
定
期
点

検
と
随
時
シ
ス
テ
ム
改
修
や

故
障
発
生
時
の
支
援
な
ど
で

す
。
保
守
対
応
の
機
器
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　

各
出
張
所
の
取
り
扱
い

答 問 答 問 

状
況
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま

す
が
、
職
員
の
人
員
配
置
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

　

地
域
性
も
あ
り
、
混
雑

す
る
時
期
も
違
い
ま
す
が
、

成
田
出
張
所
は
３
人
体
制
で

他
よ
り
１
人
多
く
し
て
い
ま

す
。

 

　

広
報
掲
示
板
が
老
朽
化

し
て
い
ま
す
が
、
設
置
基
準

は
あ
り
ま
す
か
。

答 問 

 

　

基
本
は
一
行
政
区
一
カ

所
を
町
が
管
理
し
ま
す
が
、

従
来
か
ら
公
園
そ
の
他
に
設

置
さ
れ
て
い
る
掲
示
板
に
つ

い
て
は
、
行
政
区
長
と
相
談

の
上
で
修
繕
や
交
換
を
考
え

て
い
ま
す
。

 

　

交
通
安
全
指
導
員
設
置

で
、
２
３
２
万
円
支
出
し
て

い
ま
す
が
、
定
数　

人
に
対

２１

し　

人
の
状
況
で
す
。
補
充

１４
答 問 

で
き
ま
せ
ん
か
。

 

　
「
広
報
と
み
や
」を
活
用

し
な
が
ら
募
集
を
し
て
い
ま

す
。
指
導
隊
の
方
々
の
紹
介

等
、
増
員
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

　

ゴ
ミ
集
積
所
が
歩
道
上

に
あ
る
団
地
が
あ
り
ま
す
。

町
内
会
が
集
積
所
を
移
動
す

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
問
題

で
す
。
市
制
移
行
を
前
に
し

て
町
の
考
え
は
。

 

　

昭
和　

年　

月
以
前
の

５３

１０

団
地
に
つ
い
て
は
、
ご
み
集

積
所
用
地
確
保
へ
の
指
導
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域

の
環
境
衛
生
推
進
委
員
の
皆

さ
ん
と
情
報
収
集
し
な
が
ら
、

周
辺
の
公
共
用
地
を
転
用
可

能
か
ど
う
か
調
査
し
、
ご
み

集
積
所
整
備
事
業
補
助
金
を

活
用
し
十
分
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

答 問 答 

 

　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
を

活
用
し
た
埋
蔵
文
化
財
調
査

は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

 

　　

年
度
中
を
目
途
に
報

２４

告
書
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 

　

民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー
訪
問

者
の
落
ち
込
み
は
な
ぜ
で
す

か
。

 

　

震
災
で
９
カ
月
半
閉
鎖

を
し
て
い
た
た
め
で
す
。

 

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
１

７
３
１
万
４
０
０
０
円
の
補

助
金
が
出
て
い
る
が
、
内
容

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

　

人
件
費
に
１
４
０
０
万

円
、
事
業
費
に
１
７
６
万
円
、

団
体
交
付
金
で　

万
円
、
ボ

３０

ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
事
業
に
１

１
７
万
円
で
す
。

問 答 問 答 問 答 

町

政

懇

談

会

町

民

体

育

祭

財
政
調
整
基
金

住

基

ネ

ッ

ト

出
張
所
の
人
員
配
置

広

報

掲

示

板

交
通
安
全
指
導
員

ゴ

ミ

集

積

所

埋
蔵
文
化
財
調
査

民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー

社
会
福
祉
協
議
会
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雇

用

対

策

 

　

備
品
を 
プ 
ロ
ポ
ー
ザ
ル

※　

方
式
に
し
た
経
緯
と
発
案
者

は
誰
で
す
か
。

 

　

内
部
で
協
議
の
結
果
で

す
。
発
案
も
協
議
の
中
で
の

話
で
す
。

 

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

費
に
つ
い
て
は
、
県
の
建
設

工
事
紛
争
審
査
会
に
提
訴
さ

れ
て
い
る
の
で
、
結
果
次
第

で
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う

が
見
解
は
ど
う
で
す
か
。

 

　

工
事
費
は　

億
９
９
９

１２

０
万
円
で
確
定
し
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

　

備
品
に
限
っ
て
言
う
と
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
必
要

性
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
す
か
。

 

　

折
々
に
検
討
し
た
中
で

手
法
を
選
ん
で
い
ま
す
。

 

　

備
品
の
件
は
、
議
会
に

丁
寧
に
説
明
す
る
の
が
首
長

の
責
務
で
は
な
い
で
す
か
。

 

　

経
過
、
結
果
も
含
め
て

問
題
な
い
進
め
方
で
あ
り
ま

し
た
。

問 答 問 答 問 答 問 答 

 

　

２
億
７
４
３
３
万
円
の

国
、
県
の
補
助
金
に
関
し
て
、

雇
用
と
対
象
事
業
の
概
要
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

　

新
規
採
用
と
い
う
形
で
、

主
に
家
屋
特
定
調
査
業
務
で

　

人
、
震
災
対
応
等
臨
時
職

１２員
７
人
、
富
谷
町
観
光
Ｐ
Ｒ

兼
防
災
マ
ッ
プ
作
成
等
で
７

人
な
ど
、
合
計
１
６
４
人
の

雇
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　

新
商
品
販
売
全
国
展
開
、

観
光
誘
致
業
務
で
６
７
０
万

円
ほ
ど
執
行
し
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
内
容
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

 

　

緊
急
雇
用
で
２
人
採
用

し
、
無
添
加
の
白
菜
漬
け
や

ラ
ー
油
を
つ
く
り
、
販
売
拡

大
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
参
加
で
新
商

品
の
つ
く
り
方
な
ど
を
学
ぶ

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

　

防
犯
灯
、
照
明
灯
の
電

気
料
金
は
、
年
度
ご
と
に
ど

う
い
う
傾
向
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

問 答 問 答 問 

 

　

昨
年
は
４
６
１
４
万
円

で
約
５
％
の
伸
び
に
な
っ
て

い
ま
す
。
灯
数
も
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

 

　

都
市
公
園
使
用
料
に
つ

い
て
、
予
算
か
ら
み
る
と
８

倍
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
が
、

こ
の
内
容
は
。

 

　

民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー

ク
ル
の
野
球
と
少
年
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
が
、
色
々
な

公
園
を
使
っ
て
い
る
の
で
、

金
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

答 問 答 

 

　

本
町
で
の
河
川
改
修
の

現
状
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

 

　

町
内
を
流
れ
る
河
川
は
、

国
、
県
、
町
管
理
が
あ
り
ま

す
。
国
管
理
１
河
川
で
改
修

率
０
％
、
県
管
理
６
河
川
の

改
修
率
は　

％
で
す
。
町
管

７４

理
は
４
河
川
で
、
改
修
率
は

　

％
で
す
。

１９
 

　

富
谷
町
で
自
ら
命
を
絶

た
れ
た
方
は
何
人
い
ま
す
か
。

 

　

平
成　

年
度
で
５
人
で

２３

す
。

問 答 問 答 

決 算 審 査 特 別 委 員 会 

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
…

　

主
に
業
務
の
委
託
先
や
建

築
物
の
設
計
者
を
選
定
す
る

際
に
、
複
数
の
者
に
目
的
物

に
対
す
る
企
画
を
提
案
し
て

も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
優
れ

た
提
案
を
行
っ
た
者
を
選
定

す
る
こ
と
。

新

商

品

開

発

防

犯

灯

公

園

使

用

料

河

川

改

修

そ

の

他

 

　

西
コ
ミ
に
か
か
っ
た
総

事
業
費
は
い
く
ら
で
す
か
。

 

　

災
害
復
旧
分
を
含
め
て

１
億
７
２
０
０
万
円
で
す
。

 

　

災
害
時
の
子
ど
も
の
安

全
確
保
の
ソ
フ
ト
面
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

　

防
災
担
当
教
諭
を
置
い

て
訓
練
の
協
議
を
し
て
い
き

ま
す
。

 

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
臨
時

職
員
が
平
成　

年
に
比
べ
て

２２

問 答 問 答 問 

　

人
増
加
し
て
い
る
理
由
は

２１何
で
す
か
。

 

　

作
業
工
程
上
、
ま
た
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
の
た
め
で
す
。

 

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
備
品

は
、
野
菜
型
ソ
フ
ァ
ー
や
県

産
材
を
使
っ
た
ベ
ン
チ
等
の

提
案
が
あ
っ
た
業
者
を
、
価

格
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

採
用
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
ど
う
な
り
ま
し
た

か
。

 

　

機
能
性
の
点
か
ら
内
容

を
変
更
し
ま
し
た
。

 

　

入
札
を
や
り
直
す
と
か
、

値
引
き
を
要
求
す
る
と
か
の

手
段
は
取
り
ま
し
た
か
。

 

　

そ
れ
に
替
わ
る
も
の
と

し
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
壁
掛

け
時
計
等
を
導
入
し
ま
し
た
。

答 問 答 問 答 

西
成
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
安
全
確
保

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
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平成23年度　各種会計決算の状況

収支差引支　　出収　　入種　　別

17億5,020万円136億2,515万円153億7,535万円一 般 会 計

1億1,251万円36億1,169万円37億2,420万円国民健康保険

特　

別　

会　

計

6,011万円8億9,051万円9億5,062万円下 水 道 事 業

2,816万円14億8,600万円15億1,416万円介 護 保 険

109万円1億9,166万円1億9,275万円後期高齢者医療

△9,220万円10億7,247万円9億8,027万円収 益 勘 定水
道
事
業 △1億1,048万円1億2,181万円1,133万円資 本 勘 定

調
査
し
て
い
ま
す
。

 

　

営
業
外
収
益
で
約
9
0

0
0
万
円
を
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
し
て
も
、
9
8
0

0
万
円
の
赤
字
で
す
。
実
質

２
億
円
の
赤
字
で
す
か
。

 

　　

年
度
は
震
災
の
影
響

２３

に
よ
り
収
益
で
み
れ
ば
5
0

0
0
万
円
の
赤
字
で
す
。
漏

水
調
査
で
有
収
率
を
向
上
さ

せ
、
使
用
水
量
の
上
昇
や
経

費
の
節
減
に
よ
っ
て
黒
字
化

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

問 答 

 

　 
有 
収
率　

％
で
、
前
年

※

８７

よ
り
０
・　

％
低
下
し
て
い

５４

ま
す
が
、
要
因
は
震
災
の
影

響
で
す
か
。
分
析
は
し
て
い

ま
す
か
。

 

　

震
災
に
よ
る
要
因
が
一

番
大
き
い
か
と
思
い
ま
す
。

団
地
ご
と
に
漏
水
調
査
を
行

な
っ
て
お
り
、
今
回
、
３
年

継
続
で
無
人
で
漏
水
調
査
が

で
き
る
方
法
を
発
注
委
託
し
、

問 答 

 

　

後
期
高
齢
者
の
保
険
料

で
未
納
が
あ
り
ま
す
が
、
実

人
数
は
何
人
で
す
か
。

 

　

平
成　

年
度　

人
、　

２３

７５

２４

年
度
で　

人
と
な
り
ま
す
。

５２

問 答 

 

　

特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

は
増
床
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成　

年
度
及
び
そ

２４

れ
以
降
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

 

　　

年
度
は
、「
成
田
の

２４

里
」
２
期
工
事
と
し
て
広
域

型
の
特
養　

床
を
整
備
予
定

７０

で
す
。

 

　

現
在
の
待
機
者
は
。

 

　
「
成
田
の
里
」に
つ
い
て

は　

人
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

１５

「
杜
の
風
」
に
つ
い
て
は
、
８

月
１
日
現
在
、
県
の
報
告
に

よ
る
と
4
0
0
人
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
取
り
消
し
を
し

て
い
な
い
方
も
含
ん
で
い
ま

す
の
で
、
今
後
精
査
し
て
い

き
ま
す
。

 

　

震
災
で
被
害
を
受
け
た

方
の
一
部
負
担
金
が
免
除
に

な
っ
て
非
常
に
喜
ば
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
継
続
の
方
向
で
検
討
し

ま
し
た
か
。

 

　　

年
度
は
継
続
し
て
延

２４

長
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
医
療

制
度
や
近
隣
市
町
村
の
状
況

も
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
な

か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

問 答 問 答 問 答 

 

　

不
納
欠
損
額
が
前
年
度

に
比
べ
て
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
増
加
し
た
理
由
は
何
で

す
か
。

 

　

不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
も
の

で
、
時
効
等
を
む
か
え
た
も

の
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

 

　

地
震
対
策
下
水
道
事
業

費
補
助
金
と
災
害
復
旧
事
業

費
補
助
金
の
国
の
補
助
率
は

い
く
ら
で
す
か
。

 

　

ど
ち
ら
も
補
助
率
は
２

分
の
１
で
す
。

 

　

処
理
区
域
内
普
及
率
は

前
年
度
よ
り　

ポ
イ
ン
ト
増

0.2

の　

・
１
％
で
す
。
増
加
の

９６
理
由
は
何
で
す
か
。

 

　

水
洗
化
を
行
っ
た
世
帯

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 

 

　

特
定
健
康
診
査
の
平
成

　

年
度
受
診
率
は　

％
で
し

２３

５７

た
。
実
施
計
画
の
目
標
値　
６２

％
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
理

由
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

問
い
ま
す
。

 

　

受
診
率
に
つ
い
て
は
、

年
々
加
入
者
・
受
診
者
数
が

増
え
、
そ
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー

ジ
も
増
え
て
い
く
も
の
な
の

で
、
な
か
な
か
伸
び
な
い
の

が
事
実
で
す
。

 

　

国
民
健
康
保
険
の
基
金

残
高
は
い
く
ら
で
す
か
。

 

　

平
成　

年
３
月
末
で
７

２４

億
９
７
８
４
万
円
、
そ
の
後

取
り
崩
し
が
あ
り
現
在
６
億

8
7
8
0
万
円
で
す
。

 

　

県
の
滞
納
整
理
機
構
に

移
管
さ
れ
た
徴
収
困
難
事
案

の
う
ち
国
保
税
の
割
合
と
金

額
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

　

税
額
割
合
で　

・　

％
、

６２

９８

7
1
6
1
万
6
5
1
3
円
で

す
。

問 答 問 答 問 答 

特

別

会

計

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

下
水
道
事
業

後
期
高
齢
者

医　

療

水
道
事
業

※
有
収
率
…
配
水
し
た
水
の
う
ち
、
料
金
の
対
象
と
な
っ
た

水
の
割
合
。

決 算 審 査 特 別 委 員 会 
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決 算 審 査 特 別 委 員 会 

22会会計計ににつついいてて
討討論論ががあありりままししたた討 論 

22会計について会計について
討論がありました　 討論がありました

　

さらなる国保税

減税を求める
　

反対　佐藤　聖子 議員

　

保険財政のより安

定化を進めていく
　

賛成　高橋　正俊 議員

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

討 論 

　

平
成　

年
度
は
国
保
税
減

２３

税
に
よ
り
収
納
率
が
改
善
さ

れ
ま
し
た
。一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
実
施
で
、さ
ら
な
る

減
税
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
資
格
者
証
を
発
行

し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

こ
れ
は
大
き
な
前
進
で
す
。

　

不
納
欠
損
処
分
は
地
方
税

法
に
も
と
づ
き
適
切
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
は
滞
納
者
を
県
の
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
に
移
管
し

て
い
ま
す
が
、
機
構
に
移
管

す
る
の
で
は
な
く
、
生
活
状

況
把
握
や
親
身
な
納
税
相
談
、

住
民
の
声
が
よ
く
聞
け
る
よ

う
に
税
務
課
の
態
勢
強
化
を

は
か
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

反
対
し
ま
す
。

　

我
が
町
も
近
年
、
高
齢
化

が
進
み
、
退
職
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
の
加
入
が
増
え
る

中
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
・
啓
発
を
し
、
レ
セ

プ
ト
点
検
な
ど
を
通
し
て
医

療
費
増
加
の
抑
制
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
税
の

引
き
下
げ
の
実
施
や
、
特
定

健
康
診
査
等
の
疾
病
予
防
な

ど
を
重
点
的
に
展
開
し
て
い

る
こ
と
は
、
私
も
認
め
理
解

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
町
民
の
健
康
増
進
、

そ
し
て
収
納
率
向
上
を
図
り
、

保
険
財
政
の
よ
り
一
層
の
安

定
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

期
待
を
し
、
賛
成
討
論
と
致

し
ま
す
。

　

黒字７億、復興支

援に活用すべき
　

反対　永野　久子 議員

　

一日も早い

　復旧・復興を
　

賛成　森　　　栄 議員
一　

般　

会　

計

討 論 

　

決
算
の
結
果
、
黒
字
が
約

７
億
円
と
な
り
、
望
ま
し
い

数
値
の
２
〜
３
倍
に
上
り
ま

す
。
住
民
の
た
め
に
使
え
る

予
算
枠
を
増
や
し
、
ゆ
と
り

あ
る
財
政
を
、
個
人
事
業
者

支
援
な
ど
震
災
か
ら
の
復
興

に
最
大
限
活
用
で
き
た
は
ず

で
す
。
ま
た
、
国
・
県
の
緊

急
雇
用
対
策
費
２
億
７
４
０

０
万
円
も
本
格
的
に
雇
用
を

増
や
す
施
策
に
は
つ
な
が
ら

ず
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

で
は
追
加
工
事
費
の
問
題
で

業
者
か
ら
提
訴
さ
れ
た
も
の

の
説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
、

高
額
な
備
品
購
入
を
取
り
や

め
た
分
の
予
算
を
減
額
し
な

い
な
ど
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決

２３

算
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復

旧
・
復
興
に
対
応
し
た
決
算

で
、
貸
付
金
や
弔
慰
金
の
支

給
。
震
災
廃
棄
物
の
処
理
や

被
災
道
路
の
復
旧
工
事
を
実

施
。
ま
た
、
被
災
者
の
各
種

検
診
費
用
の
全
額
助
成
や
国

保
加
入
者
の
一
部
負
担
金
の

免
除
や
減
免
を
実
施
。
老
人

福
祉
施
設
『
成
田
の
里
』
の

整
備
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成

対
象
の
拡
大
や
２
つ
の
保
育

園
を
増
築
し
、
入
所
定
員
を

拡
大
。
少
子
高
齢
化
対
策
も

実
施
し
な
が
ら
財
政
調
整
基

金
に
積
立
て
を
し
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
の
１
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
願
い
賛
成

し
ま
す
。

採決�認定
一般会計及び特別会計の決算をすべて認定しました。
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の
砂
入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
を

設
置
し
、
硬
式
・
軟
式
両
方

の
公
式
試
合
が
可
能
と
な
る

こ
と
で
す
。

　

1
5
0
人
収
容
の
観
覧
ス

タ
ン
ド
を
設
置
し
ま
す
。
ま

た
、
観
衆
が
ど
の
角
度
か
ら

も
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
コ
ー
ト
外
周
に
通

路
を
設
け
ま
す
。

　

議
会
が
提
案
し
た
夜
間
照

明
と
音
響
施
設
も
設
置
の
方

向
で
検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

本
件
は
9
月
３
日
７
者
が

参
加
し
一
般
競
争
入
札
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

富
谷
町
の
安
藤
建
設
工
業

（
株
）が
１
億
７
０
０
０
万
円

（
税
抜
き
）
で
受
注
し
ま
し

た
。
工
事
完
了
は
平
成　

年
２５

３
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

　

駐
車
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
高
低
差
は
ど
の
く
ら
い

で
す
か
。

 

　

３
m　

�
で
す
。

５０

 

　

水
の
流
入
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

　

排
水
溝
を
外
周
に
設
置

し
ま
す
。

 

　

夜
間
使
用
は
何
時
ま
で

と
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

 

　

ひ
よ
り
台
、
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
の
住
宅
地
に
影
響
な
い

形
で
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 

　

老
朽
化
し
、
東
日
本
大
震

災
で
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た

総
合
運
動
公
園
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
改
修
さ
れ
ま
す
。

　

改
修
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
既

存
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
拡
張

し
、
縦　

メ
ー
ト
ル
、
横
１

４０

１
０
メ
ー
ト
ル
の
中
に
６
面

　

M
C
A
無
線
は
、（
財
）
移

動
無
線
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す

る
無
線
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

屋
外
拡
声
子
局
設
置
予
定

箇
所
は
、
役
場
・
小
中
学
校

と
主
な
都
市
公
園
の
合
わ
せ

て　

カ
所
で
す
。
移
動
系
防

２４
災
行
政
無
線
は
、　

行
政
区

４４

の
町
内
会
館
及
び
公
会
堂
を

中
心
に
、
役
場
へ
の
装
備
を

加
え
て　

カ
所
で
す
。
屋
外

５５

拡
声
子
局
に
は
、
ホ
ー
ン
ス

ピ
ー
カ
ー
を
１
子
局
当
た
り

３
個
か
ら
４
個
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

工
期
は
平
成　

年
３
月　

２５

２２

日
ま
で
で
、
４
月
か
ら
の
運

用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

　

県
内
で
の
導
入
実
績
は
。

 

　

白
石
市
、
大
崎
市
、
松

島
町
、
七
ヶ
浜
町
の
４
カ
所

で
す
。

 

　

移
動
局
の
設
置
基
準
は
。

 

　

町
内
会
館
を
中
心
と
し

ま
し
た
。

 

　

運
用
後
の
設
置
場
所
の

追
加
は
。

 

　

今
後
の
設
置
も
視
野
に

入
れ
検
討
し
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 

防
災
行
政
無
線
　

年
４
月
運
用
開
始

２５

ン
タ
ー
改
修
工
事
で
３
１
６

０
万
円
等
が
主
な
も
の
で
す
。

 

　

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。

 

　

今
ま
で
は
、
生
ポ
リ
オ

を
２
回
接
種
し
て
い
ま
し
た
。

生
ポ
リ
オ
は
副
作
用
で
小
児

麻
痺
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
９
月
か
ら
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
は
４
回
の
接
種

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問 答 

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補

２４

正
予
算
は
、
２
億
１
２
６
１

万
円
を
追
加
し
、
１
１
９
億

１
０
８
０
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
入
は
、
普
通
交
付
税
の

交
付
決
定
及
び
平
成　

年
度

２３

の
決
算
額
の
確
定
と
剰
余
金

の
繰
越
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
へ
の
変
更
に
よ
る

接
種
費
用
６
７
８
７
万
円
、

明
石
台
東
地
区
保
育
所
新
設

事
業
費
補
助
金
に
３
９
６
６

万
円
、
旧
第
一
学
校
給
食
セ

不活化ポリオワクチン
接種で

6787万円 増
額

決 算 審 査 特 別 委 員 会 

テニスコート全面改修

公式試合ができます公式試合ができます

移動系
防災行政無線機
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次のページから一般質問

　

教
育
委
員
の
菅
原
明
男
さ

ん
（
成
田
三
丁
目
）
が
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
再
度
候

補
者
と
し
て
議
会
に
同
意
を

求
め
ら
れ
、
こ
れ
を
可
決
し

ま
し
た
。
任
期
は
平
成　

年
２８

９
月　

日
ま
で
で
す
。

３０

　

人
権
擁
護
委
員
の
荒
谷
清

明
さ
ん
、
神
林
春
昌
さ
ん
の

任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、

候
補
者
と
し
て
、
菊
地
清
さ

ん
（
石
積
）
内
海
俊
行
さ
ん

（
ひ
よ
り
台
二
丁
目
）
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

町
が
議
会
の
意
見
を
聞
い

て
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
ま
す
。

　

任
期
は
３
年
で
す
。

教育委員に

菅原さん再任

人権擁護委員に

内海さん
菊地さん選任

第3回定例会
富谷町復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の

制定について …………………………………………………………全員賛成

富谷町総合運動場条例の一部改正について ………………………全員賛成

平成２４年度富谷町一般会計補正予算（第３号） ………………… 全員賛成

平成２４年度富谷町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） … 全員賛成

平成２４年度富谷町下水道事業特別会計補正予算（第２号） …… 全員賛成

平成２４年度富谷町介護保険特別会計補正予算（第２号） ……… 全員賛成

平成２４年度富谷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）  全員賛成

平成２４年度富谷町ＭＣＡ防災行政無線整備工事請負契約の締結について

　 ………………………………………………………………………全員賛成

平成２４年度町道穀田線歩道新設工事（第１工区）請負契約の締結につい

て ………………………………………………………………………全員賛成

平成２４年度町道穀田線歩道新設工事（第２工区）請負契約の締結につい

て ………………………………………………………………………全員賛成

平成２４年度町営宮ノ沢住宅建替工事（２工区）請負契約の締結について

　 ………………………………………………………………………全員賛成

平成２４年度ひより台第１汚水中継ポンプ場機械・電気工事請負契約の締

結について ……………………………………………………………全員賛成

平成２４年度富谷１号汚水幹線管渠改築工事請負契約の締結について　

　 ………………………………………………………………………全員賛成

平成２４年度富谷１号汚水幹線人孔更生工事請負契約の締結について

　 ………………………………………………………………………全員賛成

和解及び損害賠償額の決定について ………………………………全員賛成

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

　 …………………………………………………………賛成８人、反対１１人

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

　 …………………………………………………………賛成１８人、反対１人

平成２４年度富谷町一般会計補正予算（第４号） ………………… 全員賛成

平成２３年度鶴巻橋橋梁補修工事（繰越）請負契約の締結について

　 ………………………………………………………………………全員賛成

平成２３年度富谷町総合運動公園テニスコート改修工事請負契約の締結に

ついて …………………………………………………………………全員賛成

和解及び損害賠償額の決定について ………………………………全員賛成

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること

　 …………………………………………………………賛成１５人、反対４人

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること

　 …………………………………………………………賛成１７人、反対２人

平成２３年度富谷町一般会計歳入歳出決算の認定 ……賛成１７人、反対２人

平成２３年度富谷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

　 …………………………………………………………賛成１７人、反対２人

平成２３年度富谷町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ……全員賛成

平成２３年度富谷町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 ………全員賛成

平成２３年度富谷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

　 ………………………………………………………………………全員賛成

平成２３年度富谷町水道事業会計決算の認定 ………………………全員賛成

「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対する早急な規制強化等を

求める意見書 …………………………………………………………全員賛成

こんなことが決まりました

●　定例会 ダイジェスト　●

定 例 会 

 内  海 　 俊行  さん
うつ み としゆき

 菊  地 　 清  さん
きく ち きよし

 菅原 　 明  男  さん
すがわら あき お
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町政町政をを問う問う
　９月定例会では、16人の議員により一般質問がおこなわれ、

３日間にわたり活発な議論が展開されました。

　この紙面では、通告順に各議員の質問と答弁の概要をお知ら

せします。

い
じ
め
を
防
ぎ

児
童
生
徒
を
守
れ　
　

教
育
長  
実
態
状
況
を
把
握
し
て

対
応
し
ま
す

森森　 栄　栄
議 員議　員

指
導
す
る
教
育
委
員
会
の
形

骸
化
や
教
育
行
政
の
崩
壊
が

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
私
は
保
護
者

の
心
配
と
不
安
を
軽
減
す
る

た
め
、
い
じ
め
問
題
に
関
す

る
資
料
を
文
部
科
学
省
と
県

教
育
委
員
会
か
ら
取
り
寄
せ
、

町
内
の
全
小
中
学
校
を
訪
問

し
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
数
件
の
い

じ
め
が
あ
り
、
内
容
は
か
ら

か
い
で
、
即
時
対
応
し
た
い

じ
め
も
含
め
る
と
相
当
数
の

い
じ
め
が
あ
る
と
思
わ
れ
、

中
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
し
た
い
じ
め
も
あ
り
ま

し
た
が
、
文
部
科
学
省
の

『
い
じ
め
』
の
定
義
の
基
準

や
事
案
の
軽
重
に
か
か
わ
ら

ず
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
、
①
い
じ
め
の
定
義
と

判
断
②
い
じ
め
の
把
握
と
対

応
③
学
校
へ
の
助
言
・
指
導

④
過
去
と
現
在
の
実
態
と
対

応
⑤
県
教
育
委
員
会
の
指
導

と
対
応
⑥
文
部
科
学
省
の
対

応
⑦
い
じ
め
を
受
け
た
児
童

生
徒
の
保
護
者
か
ら
、
学
校

長
や
教
育
委
員
会
に
損
害
賠

償
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場

合
の
対
応
を
質
問
し
ま
す
。

教
育
長 
…
①
文
部
科
学
省
か

ら　

年　

月
に
提
示
さ
れ
て

１８

１０

い
ま
す
。
②
実
態
を
把
握
し
、

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
ま
す
。

③
発
生
し
た
場
合
は
被
害
者

の
立
場
に
立
ち
、
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
④　

年
度
の
発

２３

生
件
数
は
、
小
学
校
７
件
、

中
学
校
７
件
で
、
過
去
も
現

在
も
実
態
は
か
ら
か
い
で
す
。

⑤
県
教
育
委
員
会
か
ら
児
童

生
徒
の
状
況
把
握
の
依
頼
文

書
が
あ
り
、
内
容
は
月
１
回

の
簡
易
ア
ン
ケ
ー
ト
の
奨
励

で
、
各
学
校
に
実
施
を
要
請

し
ま
し
た
。
⑥
文
部
科
学
省

か
ら
県
教
育
委
員
会
を
通
し
、

児
童
生
徒
の
実
態
把
握
及
び

教
育
委
員
会
及
び
学
校
の
取

り
組
み
状
況
の
緊
急
調
査
の

依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。

⑦
関
係
機
関
と
対
応
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
、
私
に
、
町
内
の
小
中

学
校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
か
ら
、
い
じ
め
の

問
題
で
心
配
と
不
安
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
滋
賀

県
大
津
市
の
い
じ
め
問
題
は
、

い
じ
め
に
対
す
る
学
校
の
対

応
や
隠
ぺ
い
体
質
、
学
校
を
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一般質問一般質問

て
い
ま
す
。
今
ま
で
７
団
体

の
駐
車
場
は
、
こ
の
た
び
の

建
設
予
定
地
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
地
域
交
通
安
全
の

上
か
ら
、
学
校
建
設
工
事
に

入
る
前
に
、
公
園
内
に
駐
車

場
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

②
新
設
校
の
通
学
路
に
つ
い

て
部
分
時
間
帯
通
行
制
限
も

含
め
、
安
全
対
策
の
検
討
は
。

③
特
色
あ
る
学
校
施
設
を
ど

の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

④
災
害
に
強
い
学
校
、
災
害

時
に
利
用
で
き
る
学
校
施
設
、

ま
た
特
別
教
室
の
有
効
活
用

の
検
討
。
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
、
蓄
電
池
、
燃
料
電
池
、

　

東
向
陽
台
小
学
校
の
児
童

数
は
、
現
在
1
0
0
5
人
で

す
。
現
状
で
は
、
効
率
的
、

効
果
的
な
教
育
に
不
安
が
あ

り
ま
す
。
町
で
は
東
向
小
を

分
離
し
た
新
設
校
を
、
明
石

台
五
丁
目
の
学
校
建
設
予
定

地
に
、
平
成　

年
開
校
を
目

２７

指
し
て
準
備
を
進
め
、
保
護

者
説
明
会
等
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
①
学
校
建
設
予
定

地
の
東
隣
に
明
石
台
公
園
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
公
園
で
は
、

現
在
７
団
体
約
2
3
0
人
が

登
録
、
有
効
に
活
用
が
さ
れ

て
お
り
、
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
奉
仕
活
動
を
し
、
利
用
し

新
設
校
建
設
前
に

公
園
内
に
駐
車
場
を

町
長  
利
用
者
の
駐
車
に
は

十
分
吟
味
を
す
る

磯前 武磯前　武
議 員議　員

備
蓄
飲
料
に
つ
い
て
の
検
討

は
。
⑤
学
校
建
設
基
本
計
画

策
定
の
前
に
、
建
設
予
定
地

域
の
町
民
に
意
見
を
聞
く
説

明
会
を
開
催
す
べ
き
と
思
う

が
。
⑥
新
設
校
の
教
育
目
標

を
問
い
ま
す
。

町
長 
…
①
公
園
の
駐
車
に
は

十
分
吟
味
を
し
て
い
き
ま
す
。

路
上
駐
車
等
の
な
い
よ
う
な

策
は
十
分
考
え
て
い
き
ま
す
。

②
十
分
な
通
学
路
の
確
保
、

安
全
確
保
を
警
察
と
も
十
分

な
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
ま

す
。
③
④
大
震
災
後
の
施
設

で
す
の
で
、
震
災
時
に
町
民

の
皆
さ
ん
が
使
わ
れ
る
場
面

を
想
定
し
、
太
陽
光
等
、
最

大
限
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
考
え
て
い
き
ま
す
。
⑤
必

要
に
応
じ
て
説
明
会
を
考
え

て
い
ま
す
。

教
育
長 
…
⑥
東
向
陽
台
小
学

校
の
教
育
目
標
等
を
参
考
に

し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら
共

感
を
得
る
目
標
の
設
定
を
今

後
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　▲  新設校予定地（明石台五丁目）
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菅原菅原　福治福治
議 員議　員

　

大
津
市
皇
子
山
中
学
２
年

生
い
じ
め
に
よ
り
自
宅
マ
ン

シ
ョ
ン
よ
り
飛
び
下
り
自
殺
。

中
学
校
や
教
育
委
員
会
は
隠

蔽
。
こ
の
事
件
に
よ
り
、
い

じ
め
の
問
題
は
全
国
的
に
広

が
り
を
み
せ
、
公
立
、
私
立

を
問
わ
ず
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
、
毎
日
、
テ
レ
ビ
、
新

聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
は
卑
劣
な
行
為
で

あ
り
、
人
間
と
し
て
絶
対
に

許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
何

故
、
い
じ
め
は
後
を
絶
た
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
最
初
は

加
害
者
も
被
害
者
も
た
わ
い

も
な
い
事
か
ら
始
ま
る
可
能

性
が
あ
り
、
し
だ
い
に
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
、
相
手
が
つ

ぶ
れ
る
ま
で
続
け
る
事
が
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

恐
ろ
し
い
の
は
、
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
当
人
が
、
つ
ぶ
れ

る
と
い
う
最
終
段
階
が
み
ず

か
ら
の
命
を
絶
つ
事
で
あ
る

可
能
性
す
ら
感
知
で
き
な
い

こ
と
で
す
。

　

い
じ
め
の
実
態
は
早
く
察

知
す
る
ほ
ど
、
深
入
り
す
る

こ
と
な
く
、
危
険
な
状
態
か

ら
脱
す
る
事
が
で
き
る
は
ず

で
あ
り
「
笑
顔
輝
く
あ
っ
た

か
富
谷
町
」
の
子
供
た
ち
を
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
育
成

し
、
対
応
し
て
い
る
の
か
質

問
し
ま
す
。
①
大
津
市
で
の

い
じ
め
事
件
に
対
す
る
富
谷

町
と
し
て
の
対
応
は
②
町
で

絶
対
に
な
く
す
べ
き

富
谷
町
の
い
じ
め

教
育
長  
絶
対
に
起
き
て
は
な
ら
ず

根
絶
し
ま
す

三浦三浦 邦夫邦夫
議 員議　員

も
っ
と
耳
を
傾
け
て
は
③
い

じ
め
の
訴
え
を
校
長
に
報
告

す
る
シ
ス
テ
ム
は
④
学
校
が

い
じ
め
を
隠
す
姿
勢
を
正
す

こ
と
が
大
事
で
は
⑤
思
い
や

り
の
心
を
育
て
る
た
め
、
社

会
活
動
参
加
制
度
を
⑥
い
じ

　

富
谷
町
は
子
ど
も
の
成
長

を
一
番
に
、
安
心
し
て
子
育

て
が
出
来
る
環
境
を
整
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
①

現
在
、
富
谷
町
の
小
中
学
校

に
お
い
て
い
じ
め
の
事
実
は

②
先
生
は
生
徒
の
訴
え
に

子
ど
も
・
子
育
て
全
般

支
援
の
充
実
を

町
長  
子
ど
も
医
療
費
助
成

も
う
少
し
時
間
を

め
を
「
悪
い
事
は
悪
い
」
と

分
か
ら
せ
る
処
置
を
⑦
子
ど

も
と
触
れ
合
い
の
出
来
る
生

涯
学
習
と
は
何
か
⑧
待
機
児

童
解
消
の
た
め
力
を
入
れ
て

は
ど
う
か
⑨
子
ど
も
医
療
費

助
成
を
義
務
教
育
終
了
ま
で

で
き
な
い
か
。
以
上
、
質
問

し
ま
す
。

教
育
長 
…
①
８
月
現
在
小
学

校
１
件
・
中
学
校
５
件
、
ほ

と
ん
ど
が
か
ら
か
い
で
す
。

②
教
師
の
資
質
と
自
覚
、
絶

え
間
な
い
研
鑽
が
大
事
で
す
。

③
問
題
対
策
委
員
の
中
で
組

織
的
に
対
応
し
ま
す
。
④
担

任
や
学
校
だ
け
の
責
任
で
無

く
、
家
庭
と
連
携
を
深
め
ま

す
。
⑤
健
全
育
成
会
で
検
討

し
ま
す
。

教
育
次
長 
…
⑥
加
害
者
の
行

為
、
被
害
者
の
嫌
さ
の
程
度

を
個
々
に
事
実
確
認
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長 
…
⑦
地
域
と

学
校
を
繋
ぐ
取
り
組
み
を
実

施
し
、
今
後
は
情
報
発
信
に

努
力
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
長 
…
⑧「
富

谷
町
は
子
育
て
に
頑
張
っ
て

い
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

状
況
を
早
く
つ
く
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
長 
…
⑨
医
療
費
拡
大
で
新

た
に
9
5
0
0
万
円
の
財
源

が
必
要
で
す
。
も
う
少
し
時

間
を
く
だ
さ
い
。

教
育
長 
…
必
要
状
況
に
応
じ

て
購
入
し
ま
す
。

　

暑
さ
で
体
調
を
崩
し
た
り

授
業
に
集
中
出
来
な
い
こ
と

が
心
配
で
す
。
学
校
へ
の
扇

風
機
の
導
入
を
問
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
に

扇
風
機
の
導
入
を
問
う

教
育
長  
学
校
予
算
の
中
で

必
要
に
応
じ
購
入
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出川出川 博一博一
議 員議　員

欠
で
あ
り
研
修
会
等
に
も
積

極
的
に
参
加
し
ま
す
。
④
情

操
教
育
、
心
身
の
健
全
育
成

の
た
め
に
も
充
実
さ
せ
ま
す
。

⑤
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
起

き
る
と
い
う
認
識
で
、
迅
速

に
適
切
に
、
隠
す
こ
と
な
い

よ
う
対
応
し
ま
す
。

の
い
じ
め
の
報
告
等
の
現
状

は
③
学
校
、
家
庭
、
地
域
と

の
密
な
る
連
携
体
制
、
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
し

て
の
研
修
が
必
要
と
思
う
が

④
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に

も
目
標
を
持
ち
、
個
性
に

あ
っ
た
趣
味
、
サ
ー
ク
ル
、

部
活
動
の
充
実
が
望
ま
れ
る

が
⑤
町
の
小
・
中
学
校
で
の

隠
蔽
が
一
番
危
険
で
あ
る
が

ど
う
か
。

教
育
長 
…
①
迅
速
、
適
切
に

対
応
し
ま
す
。
②
平
成　

年
２３

度　

件
。　

年
８
月
現
在
６

１４

２４

件
で
す
。
③
学
校
、
家
庭
、

地
域
と
の
連
携
は
必
要
不
可

　

平
成
２
年
か
ら
使
い
続
け

て
き
た
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の

更
新
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

①
シ
ス
テ
ム
更
新
の
目
的
②

そ
の
投
資
総
額
③
住
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
は
。

町
長 
…
①
住
民
基
本
台
帳
の

法
改
正
に
対
応
す
る
た
め
の

も
の
で
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
型

か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
に
切
り

替
え
、
今
後
の
改
修
コ
ス
ト

抑
制
を
目
指
し
ま
し
た
。
②

費
用
は
、
５
年
契
約
で
サ
ー

バ
ー
等
機
器
類
賃
借
及
び
サ

ポ
ー
ト
費
用
も
含
め
約
２
億

9
0
0
0
万
円
で
す
。
③
今

回
の
更
新
で
、
町
税
納
付
書

等
９
種
類
の
帳
票
様
式
が
変

更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
取
り
組
み

も
視
野
に
入
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
な
る
か
シ
ス
テ
ム
更
新

町
長  
コ
ン
ビ
ニ
収
納
も
視
野
に
入
れ対

応

分
断
さ
れ
る
行
政
区
と
学
区
を
い
か
に

町
長  
住
民
の
合
意
形
成
を
見
極
め
る

　

東
向
陽
台
小
学
校
の
分
離

新
設
に
関
し
て
問
い
ま
す
。

①
学
区
割
り
の
提
示
案
は
。

②
学
区
割
り
に
よ
り
分
断
さ

　▲  新設校学区提示案

れ
る
行
政
区
へ
の
見
解
は
。

③
提
示
中
の
学
区
割
り
に
よ

る
新
た
な
行
政
区
の
検
討
は
。

④　

年
４
月
、
新
校
舎
で
の

２７
授
業
開
始
は
大
丈
夫
か
。

町
長 
…
①
明
石
台
３
・
４
・

５
丁
目
、
６
丁
目
の
一
部
と

開
発
中
の
７
丁
目
の
一
部
が

新
し
い
学
校
の
学
区
に
入
る

案
を
描
い
て
い
ま
す
。
②
行

政
区
と
学
区
の
違
い
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
上
手
に
皆
さ

ん
が
対
応
さ
れ
て
、
大
き
な

違
和
感
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
の
印
象
で
す
。
③
現
段

階
で
、
こ
う
で
あ
る
と
か
、

こ
う
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
一

体
的
な
く
く
り
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
十
分
民
意
を
尊

重
し
ま
す
。
④
本
年
９
月
か

ら　

月
ま
で
の
間
に
準
備
が

１２
整
え
ば　

年
４
月
開
校
も
見

２７

え
て
き
ま
す
し
、
合
意
形
成

が
ま
だ
不
十
分
だ
と
い
う
よ

う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
ま
た

別
な
策
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
で

す
。
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豪
雨
災
害
危
機
管
理
に
つ

い
て
、
①
雨
量
数
値
と
警
戒

態
勢
②
1
9
8
6
年
の
台
風

　

号
に
よ
る
被
害
状
況
に
つ

１０い
て
。
調
整
池
、
溜
池
、
河

川
、
災
害
危
険
個
所
の
通
常

管
理
に
つ
い
て
③
巡
回
管
理

④
調
整
池
ヘ
ド
ロ
堆
積
、
草

木
の
対
処
⑤
調
整
池
、
溜
池

の
限
界
水
量
⑥
危
険
箇
所
⑦

「
竹
林
川
」改
修
の
予
定
と
計

画
。
消
防
団
の
役
割
に
つ
い

て
⑧
消
防
団
行
動
基
準
⑨
吉

田
川
流
域
自
治
体
と
の
水
防

連
携
体
制
⑩
水
防
訓
練
、
以

上
質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
①
警
戒
態
勢
の
基
準

を
段
階
的
に
示
し
初
動
態
勢

を
迅
速
に
努
め
ま
す
。
②
総

雨
量
4
3
0
ミ
リ
、
被
害
総

額
６
億
5
8
0
0
万
円
、
通

行
止
め　

カ
所
、
農
地
3
8

１４

3　

冠
水
、
床
下
浸
水
６
棟

ha
と
い
う
状
況
で
し
た
。
⑦
国

交
省
北
上
川
下
流
河
川
事
務

所
と
連
携
し
、
吉
田
川
上
流

部
整
備
状
況
を
踏
ま
え
順
次

対
応
し
ま
す
。
⑧
⑩
総
合
防

災
対
策
監
が
指
示
し
、
水
防

訓
練
は
現
在
や
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

総
務
部
長 
…
①
前
日　

ミ
リ

１００

以
上
か
つ
当
日　

ミ
リ
以
上

５０

で
総
雨
量
2
0
0
ミ
リ
を
超

し
た
場
合
、
第
１
警
戒
配
備
、

さ
ら
に
１
時
間　

ミ
リ
程
度

３０

の
豪
雨
が
重
な
る
場
合
に
は

第
２
警
戒
態
勢
を
講
じ
ま
す
。

「
竹
林
川
」河

川
改
修
予
定
と
計
画
は

町
長  
上
流
部
整
備
状
況
を
踏
ま
え

順
次
対
応

千葉 達千葉　達
議 員議　員

山路山路 清一清一
議 員議　員

設
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業

の
場
合
、
開
発
指
導
要
綱
に

よ
り
組
合
が
各
団
地
に
１
棟

を
建
設
し
、
町
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
く
形
に
な
り
ま
す
。

　

杜
乃
橋
一
丁
目
会
館
は
、

平
成　

年
８
月
に
組
合
よ
り

１８

建
設
費
用
全
額
を
採
納
い
た

だ
き
完
結
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
丁
目
会
館
は
町
費
を

持
っ
て
建
設
し
ま
す
。

建
設
部
長 
…
③
現
状
の
ま
ま

住
環
境
に
配
慮
し
た
緑
地
の

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

す
。

　

安
心
で
住
み
や
す
い
杜
乃

橋
を
目
指
し
質
問
し
ま
す
。

①
二
丁
目
会
館
建
設
時
期
は

い
つ
で
す
か
。

②
会
館
建
設
資
金
負
担
先
は

ど
こ
で
す
か
。

③
町
境
界
緑
地
帯
の
整
備
活

用
は
あ
る
か
質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
①
二
丁
目
会
館
建
設

の
声
は
強
く
町
に
は
届
い
て

い
ま
せ
ん
が
、
推
移
を
見
守

り
な
が
ら
建
設
に
着
手
し
ま

す
。

総
務
部
長 
…
②
町
内
会
館
建

　▲  杜乃橋の緑地帯

児
童
増
加
の
日
吉
台
小
学
校
を
問
う

教
育
長  
今
期
増
築
の
設
計
に取

り
掛
か
る

い
つ
で
す
か
。

教
育
長 
…
①
今
年
度
設
計
業

務
を
行
い
、
校
舎
の
増
築
は

来
年
度
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
暗
渠
ま
た
は
表
面
排
水
整

備
を
し
て
い
な
い
学
校
は
、

富
ケ
丘
小
・
あ
け
の
平
小
・

日
吉
台
小
・
成
田
東
小
の
４

校
で
す
。

③
日
吉
台
小
学
校
暗
渠
工
事

の
予
定
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
吉
台
小
学
校
は
、
杜
乃

橋
地
区
の
発
展
に
伴
い
、
児

童
の
増
加
に
よ
り
教
室
が
不

足
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
わ
せ
て
校
庭
暗

渠
整
備
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

①
教
室
増
築
工
事
の
予
定
は

あ
る
の
か
質
問
し
ま
す
。

②
暗
渠
が
未
整
備
の
学
校
は

ど
こ
で
す
か
。

③
暗
渠
工
事
の
予
定
時
期
は

発
展
め
ざ
ま
し
い
杜
乃
橋
を
問
う

町
長  
二
丁
目
会
館
は

推
移
を
見
て
着
手
す
る

　

近
年
杜
乃
橋
は
発
展
め
ざ

ま
し
く
、
住
宅
・
人
口
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

来
春
に
は
大
和
町
区
域
に

な
り
ま
す
が
、
ヤ
マ
ザ
ワ
が

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
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巡
視
を
実
施
、
流
域
自
治
体
、

国
、
県
と
の
密
接
な
連
携
体

制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長 
…
③
⑤
溜
池

は
使
用
管
理
者
、
水
利
管
理

者
が
巡
視
を
行
い
、
ま
た
調

整
池
同
様
に
限
界
水
位
を
超

え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま

す
。

建
設
部
長 
…
③
④
⑤
毎
月
１

回
の
定
期
、
大
雨
時
は
随
時

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
、
除
草
は

年
１
回
、
状
況
に
よ
り
樹
木

を
伐
採
、
現
在
ヘ
ド
ロ
堆
積

は
除
去
す
る
に
至
っ
て
い
な

い
と
考
え
ま
す
。
調
整
池
は

防
災
の
た
め
に
設
置
、
構
造

的
に
も
心
配
す
る
状
況
に
あ

り
ま
せ
ん
。

総
合
防
災
対
策
監 
…
⑥
⑨
北

上
川
下
流
河
川
事
務
所
主
導

の
下
、
重
要
水
防
箇
所
合
同

小川小川 昌義昌義
議 員議　員

け
て
、
文
科

省
が
「
学
校

施
設
の
整
備

に
関
す
る
指

針
」
を
出
し
、

学
校
建
設
の

考
え
方
、
地

域
と
学
校
の

あ
り
方
な
ど

の
考
え
方
を

大
き
く
変
更

し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、

取
り
入
れ
る

考
え
が
あ
り

ま
す
か
。
ま
た
、
新
設
校
の

体
育
館
や
プ
ー
ル
を
開
校
と

同
時
に
新
設
し
ま
す
か
。

教
育
長 
…
「
整
備
に
関
す
る

指
針
」
は
中
間
報
告
書
で
あ

り
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

　▲  新設校予定地（明石台五丁目）

省
エ
ネ
な
ど
も
あ
り
、
協
議

の
中
に
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館
、

プ
ー
ル
に
つ
い
て
も
開
校
と

同
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

施
政
方
針
で
、
東
向
陽
台

小
学
校
分
離
新
設
を
平
成　
２７

年
を
め
ど
に
実
施
と
表
明
し

ま
し
た
。

　

平
成　

年
３
月
の
東
日
本

２３

大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

東
向
陽
台
小
学
校
分
離
新
設
は

教
育
長  
明
石
台
五
丁
目
に

平
成　

年
４
月
開
校

２７

明
石
台
東
団
地
造
成
と
交
通
対
策
は

企
画
部
長  
富
谷
町
に
は
渋
滞
箇
所
は

あ
り
ま
せ
ん

　

明
石
台
東
・
成
田
両
地
区

で
9
5
0
戸
の
新
築
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
増
と

と
も
に
考
え
ら
れ
る
交
通
対

策
が
早
急
に
望
ま
れ
ま
す
が
、

対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

企
画
部
長 
…
富
谷
町
内
に
は

渋
滞
箇
所
が
発
生
し
て
い
な

い
現
状
で
す
。
そ
れ
で
も
人

口
増
に
対
応
し
地
下
鉄
延
伸

な
ど
、
交
通
対
策
を
考
え
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
明
石
台

地
区
に
２
カ
所
の
バ
ス
停
を

増
設
予
定
だ
そ
う
で
す
。

友
好
都
市
で

デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

町
長  
リ
ア
ル
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

考
え
て
い
な
い

　

友
好
都
市
を
締
結
し
、

デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
を
取
る
べ
き
で
は
。

町
長 
…
リ
ア
ル
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
現

状
で
十
分
で
す
。

　▲  竹林川



一 般 質 問

16とみや議会だより No.159

2012年 （平成 24年）11月１日

　

大
津
市
の
中
学
生
の
自
殺

か
ら
何
を
教
訓
に
す
る
の
か

質
問
し
ま
す
。
い
じ
め
に
つ

い
て
の
判
断
と
指
導
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

問
題
を
か
か
え
て
い
る
児

童
生
徒
を
、
教
師
、
学
年
、

学
校
全
体
で
共
有
で
き
る
状

況
に
あ
り
ま
す
か
。

　

教
師
の
多
忙
化
が
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
勤
務
時
間
を
タ

イ
ム
カ
ー
ド
で
把
握
す
べ
き

佐藤佐藤 聖子聖子
議 員議　員

永野永野　久子久子
議 員議　員

行
為
の
根
絶
を
求
め
質
問
し

ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

費
の
震
災
に
よ
る
増
加
分
を

払
わ
な
か
っ
た
と
し
て
、
請

負
業
者
か
ら
県
の
審
査
会
に

提
訴
さ
れ
た
事
件
で
は
、

「
審
査
会
は
非
公
開
」
だ
と

し
て
議
会
に
何
の
説
明
も
し

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
提
訴
に
至
る
ま
で
の
経

緯
は
非
公
開
で
は
な
く
、
裁

判
費
用
は
全
額
税
金
で
負
担

し
ま
す
。
②
議
会
と
町
民
に

事
実
経
過
を
説
明
す
る
責
任

が
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

町
長 
…
①
当
事
者
で
は
な
い

中
で
の
質
問
で
あ
り
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
誰
が
と
い
う
個
別

具
体
の
特
定
が
で
き
な
け
れ

ば
答
弁
で
き
か
ね
ま
す
。

都
市
整
備
課
長 
…
②
昨
年
の

大
震
災
に
よ
る
工
事
費
の
増

加
に
つ
い
て
、
業
者
か
ら
9

2
0
0
万
円
が
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
町
は
約
4
0
0
万
円

と
想
定
し
、
相
手
方
と
金
額

の
折
り
合
い
が
つ
か
な
か
っ

た
も
の
で
す
。

町
長
も
事
実
を

否
定
せ
ず
、
相

手
の
受
け
と
り

方
の
問
題
に
す

り
か
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
パ

ワ
ハ
ラ
で
あ
り
、

人
権
侵
害
だ
と

い
う
認
識
が

ま
っ
た
く
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
①

職
員
へ
の
激
し

い
叱
り
と
ば
し

や
長
時
間
の
謝

罪
要
求
は
事
実

か
、
パ
ワ
ハ
ラ

学
校
全
体
で

問
題
共
有
で
き
て
い
る
か

教
育
長  
風
通
し
の
い
い
組
織

心
が
け
て
い
る

る
よ
う
圧
力
を
か
け
た
り
、

日
赤
職
員
を
強
く
叱
責
し
た

な
ど
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
議
事
録
に
は
、
町
長

が
公
共
事
業
の
受
注
業
者
に

対
し
て
暗
に
受
注
を
辞
退
す

職
員
、
業
者
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
め
よ

町
長  
個
別
、
具
体
で
な
け
れ
ば

答
弁
で
き
ず

公
民
館
の
ト
イ
レ
手
す
り

空
調
整
備
を

町
長  
手
す
り
は
即
時
対
応
し
ま
す

す
か
。

町
長 
…
手
す
り
は
必
要
性
を

勘
案
し
て
即
時
対
応
し
ま
す
。

教
育
次
長 
…
駐
車
場
を
確
保

し
、
エ
ア
コ
ン
設
置
を
順
次

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
化
や
熱
中
症
対
策
と

し
て
、
各
公
民
館
ト
イ
レ
へ

の
手
す
り
の
設
置
、
ホ
ー

ル
・
調
理
室
な
ど
に
エ
ア
コ

ン
設
置
が
急
が
れ
ま
す
。
ま

た
、
成
田
公
民
館
の
駐
車
場

確
保
を
ど
う
進
め
る
考
え
で
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で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
長 
…
指
導
す
べ
き
案
件

は
随
時
学
校
か
ら
報
告
や
相

談
等
が
あ
り
、
連
携
を
図
り

対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。
い

じ
め
は
人
と
し
て
許
さ
れ
な

い
行
為
で
あ
る
こ
と
を
繰
り

返
し
指
導
し
、
よ
り
よ
い
人

間
関
係
の
醸
成
及
び
価
値
観

の
育
成
に
努
め
る
こ
と
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

問
題
を
共
有
で
き
る
よ
う

に
努
め
、
ど
こ
の
学
校
も
風

通
し
の
い
い
組
織
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

教
師
の
多
忙
化
と
い
う
認

識
は
あ
り
ま
す
。
社
会
全
体

の
多
様
化
・
複
雑
化
が
進
み
、

そ
れ
に
伴
う
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
て

い
ま
す
。
教
職
員
の
勤
務
時

間
は
自
分
で
管
理
す
る
現
状

で
十
分
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
が
、
富
谷
町
の
小

中
学
校
で
の
い
じ
め
問
題
は

　

最
近
、
全
国
的
に
中
学
生

の
い
じ
め
問
題
が
報
道
さ
れ

小
学
校
、
中
学
校
の

い
じ
め
の
実
態
は

教
育
長  
早
期
解
決
に
つ
と
め
て
い
ま
す

否
は
あ
り
ま
し
た
。
新
任
地

の
学
校
教
育
方
針
と
し
て
、

生
徒
の
無
断
欠
席
は
即
家
庭

訪
問
を
し
て
実
態
を
把
握
し

学
年
に
報
告
、
教
師
は
一
人

ひ
と
り
を
親
身
に
な
っ
て
考

え
る
指
導
を
強
め
ま
し
た
。

生
徒
ど
う
し
の
話
し
合
い
の

中
で
善
悪
を
徹
底
的
に
指
導

し
て
き
ま
し
た
。
私
は
元
教

員
の
立
場
か
ら
い
じ
め
問
題

に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
質
問

い
た
し
ま
す
。
①
県
教
育
委

員
会
の
い
じ
め
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
に
対
し
、
富
谷
町
教

育
委
員
会
と
し
て
の
参
加
は
。

②
小
中
学
校
で
の
長
期
欠
席

者
は
。
③
長
期
欠
席
者
に
対

し
て
の
指
導
は
。
④
い
じ
め

対
策
の
指
導
態
勢
は
。
⑤
教

師
の
長
期
休
職
者
は
。

教
育
長 
…
①
県
の
依
頼
文
書

（
簡
易
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
実

施
を
要
請
し
ま
し
た
。
②　
５０

日
以
上
欠
席
者
は
小
学
校
６

人
中
学
校　

人
。
③
保
護
者

１７

と
連
携
を
図
り
家
庭
訪
問
を

実
施
。
④
個
別
個
人
ご
と
の

面
談
、
教
職
員
に
よ
る
観
察
、

実
態
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

⑤
長
期
休
職
者
１
名
で
す
。

細谷細谷 二 二
議 員議　員

あ
る
の
か
、

い

じ

め

は

「
解
決
策
」が

な
い
の
で
は

な
く
、「
解
決

し
た
い
と
本

気
で
取
り
組

ん
で
く
れ
る

人
」
が
い
な

い
か
ら
解
決

し
ま
せ
ん
。

今
か
ら　

年
５０

前
に
も
校
内

暴
力
、
い
じ

め
、
登
校
拒

町
道
穀
田
三
ノ
関
線
の

着
工
の
見
通
し
は

町
長  
着
工
見
通
し
は

現
在
持
っ
て
い
ま
せ
ん

緩
和
の
た
め
に
町
道
穀
田
三

ノ
関
線
の
着
工
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

町
長 
…
着
工
の
見
通
し
は
現

在
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

富
谷
小
学
校
前
交
差
点
で

児
童
が
横
断
中
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
は
ね
ら
れ
転
倒
、
頭
な

ど
に
軽
い
け
が
を
し
ま
し
た
。

通
学
路
の
安
全
確
保
と
渋
滞

被
災
者
の
国
保
税
な
ど
減
免
継
続
は

町
長  
町
単
独
で
取
り
組
む
状
況
に
な
い

町
長 
…
国
保
税
な
ど
の
減
免

を
継
続
す
る
に
は
、
費
用
の

全
額
、
も
し
く
は
費
用
の
２

割
分
と
住
民
税
減
税
分
を
町

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
新
た
な
負
担
増
に
な
る

た
め
、
町
単
独
で
取
り
組
む

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
へ
の
要
請
は
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

被
災
者
の
医
療
費
等
一
部

負
担
金
免
除
は
継
続
さ
れ
ま

す
が
、
国
保
税
、
介
護
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減

免
を
町
単
独
で
実
施
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

被
災
か
ら
の
復
興
は
ま
だ

で
あ
り
、
国
保
税
や
保
険
料

等
の
減
免
は
国
の
責
任
で
実

施
す
べ
き
と
国
に
要
請
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
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浅野浅野　直子直子
議 員議　員

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
等
の
交
付
を

町
長  
実
施
の
可
能
性
が

広
が
っ
て
き
ま
し
た

　

常
盤
木
学
園
高
等
学
校
の

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ホ
ー
ル
は
、

座
席
数
3
0
0
で
造
り
は
質

素
で
す
が
、
優
れ
た
演
奏
家

を
輩
出
し
て
い
る
学
校
ら
し

く
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
し

て
品
が
あ
り
、
音
響
効
果
も

考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
迫
の
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
は
、
座
席
数
3
0
0

文
化
ホ
ー
ル
等
の
複
合
施
設
の

建
設
を

町
長  
建
設
に
つ
い
て
は何

ら
進
展
は
な
い

安住安住　稔幸稔幸
議 員議　員

窓
口
業
務
負
担
の
軽
減
、
さ

ら
に
コ
ス
ト
削
減
の
効
果
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
質
問
し

ま
す
。

①
町
民
に
と
っ
て
利
便
性
は

高
い
と
考
え
ま
す
が
、
住
民

票
・
印
鑑
証
明
な
ど
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
②
住
基
カ
ー
ド
の
普
及

も
拡
大
す
る
と
思
い
ま
す
が

現
在
の
普
及
率
は
何
％
で
す

か
③
町
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
収

納
が
可
能
に
な
れ
ば
、
収
納

率
は
向
上
す
る
と
考
え
実
施

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
①
シ
ス
テ
ム
が
大
幅

改
修
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

実
施
の
可
能
性
が
広
が
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
②
普
及
率

は
、
２
・　

％
で
す
③
コ
ス

９３

ト
面
な
ど
多
方
面
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

現
状
そ
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。

か
ら　

時
ま

２３

で
利
用
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
住

民
が
必
要
な

と
き
に
必
要

な
場
所
で
利

用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る

住
基
カ
ー
ド

の
普
及
効
果

も
あ
り
、
住

民
に
対
す
る

行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と

は
、
自
治
体
の
窓
口
が
開
い

て
い
な
い
休
日
や
朝
６
時
半

　

住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　▲  住民票等のコンビニ交付

認
定
こ
ど
も
園
の
推
進
を
問
う

子
育
て
支
援
課
長  

該
当
の
保
護
者
に
一
部
助
成

ど
う
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

子
育
て
支
援
課
長 
…
①
町
の

認
可
外
保
育
料
補
助
金
の
対

象
で
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
②
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

料
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
と
協
議
・
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幼
保
一
体
の
認
定
子
ど
も

園
の
最
大
の
役
割
は
、
待
機

児
童
の
解
消
や
子
ど
も
が
通

園
し
て
い
な
い
家
庭
で
も
育

児
相
談
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
、

大
き
な
役
割
を
果
す
も
の
と

考
え
質
問
し
ま
す
。

①
補
助
金
な
ど
は
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
②

預
か
り
保
育
料
金
の
補
助
は

　▲  常盤木学園シュトラウスホール
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富
谷
町
総
合
計
画
の
中
で

町
長
は
、
既
存
の
住
宅
地
の

道
路
整
備
と
維
持
管
理
に
強

い
決
意
を
示
し
て
い
ま
す
。

富
ケ
丘
四
丁
目
の

歩
道
補
修
を
問
う　

町
長  
年
内
に
仮
補
修
し
対
応
す
る

長谷川長谷川 隆隆
議 員議　員

　

し
か
し
、

既
存
の
住

宅
地
の
中

で
、
日
吉

台
木
村
内

科
か
ら
鷹

乃
杜
団
地

へ
通
じ
る

富
ケ
丘
四

丁
目
の
歩

道
は
、
昨

年
の
大
震

災
で
平
板

ブ
ロ
ッ
ク

が
隆
起
し

波
打
っ
て
お
り
大
変
危
険
で

あ
り
ま
す
。
坂
道
の
歩
道
の

下
に
は
バ
ス
停
が
あ
り
、
利

用
者
の
高
齢
化
も
進
み
少
し

の
段
差
で
も
つ
ま
ず
く
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
早
急
に
整

備
す
べ
き
と
考
え
次
の
５
点

を
質
問
し
ま
す
。

①
富
ケ
丘
四
丁
目
の
歩
道
、

Ｌ
字
型
側
溝
の
破
損
を
把
握

し
て
い
ま
す
か
。

②
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
の
歩
道
は

地
震
等
で
段
差
が
で
き
や
す

く
危
険
で
す
。
富
谷
町
に
は

他
に
も
あ
り
ま
す
か
。

③
坂
道
の
片
側
の
み
の
歩
道

に
は
、
街
路
樹
撤
去
後
の
縁

石
も
そ
の
ま
ま
で
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
も
あ
り
ま
せ
ん
。
補

修
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

④
歩
道
に
限
ら
ず
、
既
存
の

住
宅
地
の
道
路
は
傷
ん
で
お

り
ま
す
。
昨
年
も
質
問
が
出

て
お
り
ま
す
が
、
工
事
予
定

の
公
表
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

⑤
土
手
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
に

関
し
、
補
修
・
安
全
対
策
は
。

町
長 
…
①
歩
道
の
破
損
状
況

障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
図
れ

町
長  
事
務
や
用
品
等
の優

先
購
入
を
検
討

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
商
品
開
発
や
事
業
の

取
り
組
み
、
町
で
必
要
と
す

る
事
務
や
事
業
用
品
の
優
先

購
入
を
検
討
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
が
働
く
施
設
か

ら
の
商
品
購
入
や
業
務
委
託

を
優
先
的
に
行
う
「
障
害
者

優
先
調
達
推
進
法
」
が
成
立

し
ま
し
た
。
富
谷
町
の
就
労

支
援
の
た
め
の
取
り
組
み
に

の
音
響
効
果
を
考
慮
し
た

ホ
ー
ル
で
、
１
万
8
0
0
0

冊
の
図
書
室
と
、
研
修
室
や

絵
画
等
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
谷
町
の
文
化
ホ
ー
ル
も
、

規
模
は
小
さ
く
て
も
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
に
も
対

応
で
き
る
も
の
で
、
華
美
な

装
飾
は
せ
ず
、
図
書
室
や
青

少
年
が
利
用
で
き
る
青
少
年

ホ
ー
ム
を
併
設
し
た
複
合
文

化
施
設
が
よ
い
と
考
え
ま
す
。

　

市
制
へ
の
助
走
を
開
始
し

た
富
谷
町
。
複
合
文
化
施
設

建
設
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
建
設
に
つ
い
て
は
何

ら
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従

前
ど
お
り
、
ま
だ
進
展
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

母
乳
の
放
射
能
測
定
の
実
施
は

町
民
生
活
課
長  

要
望
の
声
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る

い
て
は
、
町
民
の
方
か
ら
の

要
望
の
声
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

母
乳
の
放
射
能
測
定
の
実

施
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

町
民
生
活
課
長 
…
母
乳
に
つ

　▲  富ケ丘四丁目

は
十
分
承
知
し
て
お
り
、
年

内
に
仮
補
修
し
、
県
の
要
求

も
含
め
て
対
応
し
ま
す
。

②　
　

四
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

３０
cm

敷
き
詰
め
た
歩
道
は
９
路
線

あ
り
ま
す
が
、
富
ケ
丘
は
古

い
タ
イ
プ
で
、
早
期
の
改
修

が
望
ま
れ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

③
仮
補
修
で
街
路
樹
ま
す
に

山
砂
を
入
れ
、
で
こ
ぼ
こ
の

平
板
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
部
撤
去

し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を

し
て
平
担
に
し
ま
す
。

④
道
路
補
修
、
側
溝
有
蓋
化

は
、
町
内
全
域
を
見
渡
し
な

が
ら
危
険
度
や
公
共
性
の
高

い
と
こ
ろ
を
優
先
的
に
し
て

い
ま
す
。
国
か
ら
の
交
付
税

も
厳
し
い
中
で
す
が
、
留
意

し
て
い
き
ま
す
。

建
設
部
長 
…
⑤
土
手
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
亀
裂
ま
で
手
を
着

け
て
い
な
い
状
況
で
す
。

３
・
４
回
調
査
し
て
い
ま
す

が
、
危
険
箇
所
等
が
あ
れ
ば
、

早
急
に
調
査
し
復
旧
に
取
り

組
み
ま
す
。
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議 員議　員

い
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

町
長
の
見
解
を
質
問
し
ま
す
。

③
審
査
会
の
費
用
1
6
8
万

円
と
い
う
税
金
は
、
こ
ん
な

に
簡
単
に
支
出
さ
れ
、
使
わ

れ
て
い
い
の
か
質
問
し
ま
す
。

町
長 
…
①
事
前
に
説
明
す
べ

き
内
容
は
な
い
と
の
考
え
方

に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
②
説

明
責
任
の 
範
疇 
に
該
当
す
る

は
ん
ち
ゅ
う

説
明
事
項
は
な
い
と
考
え
ま

す
③
調
停
に
か
か
る
費
用
を

税
金
か
ら
支
出
す
る
こ
と
は
、

法
令
等
に
抵
触
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

去
る
６
月　

日
付
河
北
新

３０

報
報
道
の
「
給
食
セ
ン
タ
ー

工
事
で
、
ゼ
ネ
コ
ン
フ
ジ
タ

と
富
谷
町
が
対
立
し
て
い

る
」
と
い
う
記
事
の
問
題
は
、

税
金
に
か
か
わ
る
大
変
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
町
と
し
て

説
明
責
任
が
あ
る
と
考
え
公

式
な
議
場
の
場
で
質
問
し
ま

す
。
①
こ
の
よ
う
な
問
題
が

新
聞
記
事
に
な
る
ま
で
、
議

会
や
町
民
が
わ
か
ら
な
い
で

い
る
こ
と
が
お
か
し
い
こ
と

で
、
事
前
に
説
明
す
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か

②
議
会
と
い
う
公
式
の
場
で

説
明
す
る
こ
と
が
、
町
民
に

対
し
て
税
金
の
使
い
方
に
つ

県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会

調
停
事
案
は

町
長  
事
前
に
説
明
す
べ
き
内
容
は
な
い

2
0
1
6
年
市
制
移
行
の

バ
ッ
ジ
に
つ
い
て

企
画
部
長  
職
員
の
意
識
を
統
一
す
る

市

制

に

向

か
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
く

た
め
の
方
策

を
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
、

町
長
の
見
解

を
問
い
ま
す

④
横
断
幕
を

掲
げ
る
と
か

幅
広
い
取
り

組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る

と
思
う
が
、

　

市
制
移
行
に
向
け
、
準
備

と
機
運
づ
く
り
の
た
め
に
バ
ッ

ジ
を
製
作
、
配
布
し
た
と
思

う
が
、
内
容
に
つ
い
て
問
い

ま
す
。
①
配
付
の
範
囲
と
基

準
、
根
拠
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
②
議
会
に
配
付
を
し
な

か
っ
た
理
由
は
何
で
す
か
③

見
解
を
質
問
し
ま
す
。

企
画
部
長 
…
①
職
員
や
町
長

名
で
委
嘱
し
て
い
る
方
々
に

配
布
し
ま
し
た
。
②
８
月
に

配
付
し
ま
し
た
。
③
④
時
期

を
見
て
P
R
の
手
段
、
方
法

は
考
え
ま
す
。

議会 を傍聴してみませんか 議会 を傍聴してみませんか 

次回の定例会は12月上旬の予定です。次回の定例会は12月上旬の予定です。

詳しくは議会事務局へお問い合わせください。TEL 358詳しくは議会事務局へお問い合わせください。TEL 358��06220622

次次回回のの定定例例会会はは1122月月上上旬旬のの予予定定でですす。。

詳詳ししくくはは議議会会事事務務局局へへおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。TTEELL 335588��00662222
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策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長 
…
①
毎
年
経
営
意
向
調

査
を
農
業
委
員
会
で
行
っ
て

お
り
、
平
成　

年
度
の
比
較

２１

で
農
家
戸
数
4
6
4
戸
中
、

農
業
後
継
者
が
い
る
農
家
は

1
4
8
戸
で
、　

戸
増
加
し

１１

て
い
ま
す
。
お
ん
な
い
ん
会

に
、　

代
の
若
い
農
業
後
継

２０

者
が
こ
の
２
年
の
間
に
４
人

登
録
さ
れ
、
さ
ら
な
る
広
が

り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

②
国
・
県
・
町
、
新
し
い
施

策
は
関
係
機
関
と
連
携
を
し

な
が
ら
農
業
者
に
的
確
に
説

明
し
浸
透
さ
せ
て
い
く
よ
う

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

③
若
い
皆
さ
ん
の
芽
が
育
っ

て
き
て
、
大
変
好
ま
し
く
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
大
事
に
育

て
上
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

後
継
者
は
、

前
年
よ
り
増

加
し
て
い
ま

す
か
。②
国
・

県
・
本
町
の

農
業
施
策
に

つ
い
て
、
後

継
者
等
に
説

明
す
る
機
会

等
を
ど
の
よ

う
に
持
っ
て

い
ま
す
か
。

③
農
業
後
継

者
を
農
業
者

に
育
て
る
政

農
業
後
継
者
を
ど
う
育
て
る
か

町
長  
農
業
後
継
者
に

さ
ら
な
る
広
が
り
期
待

と
っ
て
、
農
業
後
継
者
問
題

が
一
番
大
切
で
あ
る
と
思
い

質
問
し
ま
す
。
①
本
町
農
業

　

国
の
未
来
は
若
者
の
手
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
本
町
農

業
の
発
展
と
農
業
振
興
に

河
川
改
修
を
早
期
に
実
現
せ
よ

町
長  
整
備
状
況
を
踏
ま
え
順
次
対
応

で
改
修
率
０
％
、
県
管
理
が

６
河
川
で
改
修
率　

％
、
町

７４

管
理
が
４
河
川
で
改
修
率　
１９

％
で
す
。
吉
田
川
上
流
の
整

備
を
踏
ま
え
順
次
対
応
し
ま

す
。
②
現
在
把
握
し
て
い
る

可
動
式
ダ
ム
は
８
カ
所
、
固

定
式
ダ
ム
は　

カ
所
で
す
。

１０

③
随
時
、
水
利
組
合
と
話
し

合
い
の
も
と
で
改
修
・
修
理

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

河
川
改
修
が
進
ま
ず
農
作

物
や
住
宅
へ
の
災
害
が
起
き

て
い
ま
す
。
河
川
改
修
等
を

早
期
実
現
す
る
た
め
質
問
し

ま
す
。
①
河
川
の
改
修
の
現

状
と
今
後
の
改
修
計
画
は
。

②
河
川
で
の
可
動
式
ダ
ム
と

固
定
式
ダ
ム
の
数
は
。
③
固

定
式
ダ
ム
の
改
修
計
画
と
可

動
式
ダ
ム
の
事
故
修
理
時
の

対
策
は
。

町
長 
…
①
国
管
理
が
１
河
川

　　富谷町議会

　　　　　録画中継ＵＲＬ

http://www.tomiya-town.

stream.jfit.co.jp/

富富富富富富富富富富谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会のののののののののの富谷町議会の

イイイイイイイイイインンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーーネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトト　インターネット

録録録録録録録録録録画画画画画画画画画画中中中中中中中中中中継継継継継継継継継継をををををををををを録画中継を

ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすすしています
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委 員 会 報 告 

◎
調
査
日　

７
月　

日
３１

　

平
成　

年　

月
に
県
内
で

１６

１０

初
め
て
運
行
し
た
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
「
一
迫
ふ
れ

あ
い
タ
ク
シ
ー
」
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

事
業
主
体
は
一
迫
花
山
商

工
会
で
、
運
行
車
両
は
地
区

内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
２
社
、

運
行
範
囲
は
旧
一
迫
町
内
の

み
で
す
。
利
用
者
は
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
申
し
込
み
、
セ
ン
タ
ー

は
複
数
の
利
用
者
を
調
整
し
、

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
3
0
0
円
均
一

料
金
（
一
部
地
区
内
で
は
1

0
0
円
）で
運
行
。
小
学
生
・

幼
稚
園
児
送
迎
の
た
め
所
定

の
箇
所
を
回
る
巡
回
送
迎
も

あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
を

救
済
す
る
予
約
型
乗
合
タ
ク

デマンド交通システム

域内での運行が限界

調査先：栗原市一迫花山商工会

総
務
常
任
委
員
会

よりよい町づくりのために 

しました しました しました 

シ
ー
と
し
て
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
富
谷
町
に
導
入
す

る
場
合
に
は
検
討
課
題
が
多

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

本
町
の
町
民
バ
ス
運
行
に

対
し
、
泉
中
央
駅
へ
の
乗
り

入
れ
ニ
ー
ズ
が
高
い
た
め
、

新
交
通
シ
ス
テ
ム
は
別
の
角

度
か
ら
の
課
題
と
思
い
ま
し

た
。

各委員会の説明

総 務 常 任 委 員 会…町の財政、町税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

議会活性化調査特別委員会…時代の変化に応え、議会運営の活性化を推進します。

各委員会で、

平成２４年６月～９月

までの議会閉会中に

調査をしました。
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シルバー人材センター

発展を期す

調査先：公益社団法人富谷町シルバー人材センター

務
３
基
準
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
緊
急
雇

用
事
業
の
継
続
性
と
廃
止
に

な
っ
た
場
合
の
代
替
事
業
、

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
設

置
の
必
要
性
、
女
性
部
会
の

設
置
予
定
、
セ
ン
タ
ー
使
用

料
の
妥
当
性
と
事
務
所
棟
の

雨
漏
り
、
就
業
時
の
安
全
管

理
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
サ

イ
ク
ル
、
交
通
安
全
指
導
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
々
多
岐

に
わ
た
り
活
発
な
意
見
交
換

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
今
後

も
発
展
を
さ
れ
る
よ
う
期
待

致
し
ま
す
。

◎
調
査
日　

７
月　

日
２０

　

公
益
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

事
務
局
長
よ
り
資
料
に
基

づ
き
、
事
業
の
概
要
と
平
成

　

〜　

年
度
ま
で
の
推
移
、

１５

２３

子
育
て
サ
ロ
ン
「
ほ
っ
と 
育 す

く
」
の
運
営
状
況
、
安
全
・

適
正
就
業
推
進
計
画
、
公
益

社
団
法
人
の
定
義
、
公
益
財 産

業
建
設
常
任
委
員
会

利府本校より

のびのびとした環境

調査先：宮城県立利府支援学校　富谷校

◎
調
査
日　

７
月　

日
１１

　

県
立
利
府
支
援
学
校
富
谷

校
を
視
察
調
査
し
ま
し
た
。

　

富
谷
校
の
職
員
は
教
員
が

　

人
、
看
護
師
が
２
人
の　

１８

２０

人
で
す
。
給
食
は
、
富
谷
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
富

ケ
丘
小
と
同
じ
給
食
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
重
点
目
標
に
県

が
平
成　

年
か
ら
実
施
し
て

１６

い
る
「
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
富
ケ

丘
小
学
校
か
ら
野
菜
畑
や

プ
ー
ル
、
運
動
場
を
借
用
し

て
活
動
し
た
り
、
交
流
活
動

と
し
て
富
ケ
丘
小
学
校
と
合

同
で
の
避
難
訓
練
や
金
管
バ

ン
ド
鑑
賞
会
も
行
っ
て
い
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に

活
動
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
、
自
分
の
居
住
地
区

に
学
校
の
職
員
と
一
緒
に

行
っ
て
学
習
す
る
居
住
地
校

学
習
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年　

月　

日
に

１０

１７

富
谷
校
の
学
校
公
開
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
よ
る
と
、
富
谷
校

は
、
利
府
本
校
よ
り
の
び
の

び
と
し
た
環
境
で
学
習
・
生

活
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
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議会基本条例案

12月議会に提案

◎
調
査
日　

６
月　

日
２０

　

９
月　

日　
　

１１

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
改
選
前
の
議
員

が
先
進
地
の
視
察
や
検
討
を

重
ね
て
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い

案
を
作
成
し
て
い
る
の
で
、

新
議
員
の
同
意
を
得
て
、
素

案
を
案
と
し
て
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
け
る
一
般
質

問
は
一
問
一
答
方
式
、
一
括

方
式
を
選
択
で
き
る
も
の
と

し
、
実
施
は
平
成　

年
３
月

２５

か
ら
完
全
実
施
で
検
討
、
そ

の
場
合
町
長
等
は
議
長
の
許

可
を
得
て
、
質
問
の
趣
旨
を

確
認
す
る
た
め
反
問
す
る
こ

と
が
出
来
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

伴
い
、
富
谷
町
議
会
の
会
議

規
則
や
議
会
傍
聴
規
則
の
一

部
改
正
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

議
会
活
動
報
告
会
の
開
催

に
つ
い
て
は
、
方
法
や
日
程

等
色
々
な
問
題
が
あ
り
、
議

会
運
営
協
議
会
や
議
員
全
員

協
議
会
で
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

議会全員協議会が開かれました議会全員協議会が開かれました
９月５日
【協議事項】
①テニスコート
整備計画につ
いて
②東向陽台小学
校分離新設基
本方針につい
て
③個人住民税の
特別徴収（給
与天引き）の
推進について

７月１９日
【協議事項】
学校給食センター工事の新聞記事について
執行部から説明及び質疑応答（要旨）
【説明要旨】
総務部長：６月３０日付けで河北新報に掲載さ
れた内容について説明します。
　本件は裁判と異なり、裁判前の前置審査で、
審査会は調停、あっせん、仲裁を目的として
います。建設業法の中で、官民に関する紛争
事態が生じた時には設置することになってい
ます。今回は、�フジタの方から申し入れが
あり設置することになりました。建設工事紛
争審査会は、非公開、非公表になっています。
【質疑応答要旨】
問　これまで、こうした前例がありましたか。
答　富谷町ではこのような事案はありません
でした。県内でも稀有な例だと思います。

問　一般に工事の場合、定例打合せの中で、
当然このような件も出ていると思うがどう
ですか。

答　震災頃は、この金額については出ていま
せん。

問　定例打合せの中に出ていないのに、今に
なって9400万円という金額が出ること自

体、納得できないがどうですか。
答　私共もビックリしている状況で、営業サ
イドで請求をされたものです。
問　完成後に問題が提起されたと思うが、ど
うですか。
答　平成24年１月31日付けで工期は終了し、
引き渡されました。その後、調停の申請が
されたということです。
問　新聞記事に「ゼネコン側が9000万円超の
追加工事費を町に請求した」とありますが、
町への請求はいつですか。
答　こちらに直接請求というのはなく、あく
まで調停申請書が２月２９日に県に提出され
たということです。
問　町に請求が来ていないということですか。
答　直接の請求書というものは町にはきてい
ません。
問　２月２９日から�フジタとのやり取りは何
回ありましたか。
答　その間は一切ありません。
問　この件に関し、支出した金額はいくらで
すか。
答　168万円くらいで、弁護士費用等です。
問　弁護士事務所はどこですか。
答　杜共同阿部佐藤弁護士事務所です。
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政務調査費はこう使いました政務調査費はこう使いました

富谷町情報公開条例により、どなたでも収支報告書の閲覧の請求ができます。

� ������������������������������������

○使途別内訳
（支出額は各会派及び議員の使途項目別の合計額です）

調査研究費 

95%

資料購入費 

5% 

一
、
請
願
の
趣
旨

　

当
町
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
充
実
が
大
き
な
課
題

の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
高
齢

化
が
進
む
中
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
の
町
民
の
健
康
維
持

を
図
る
事
が
期
待
さ
れ
る
。

　

高
齢
者
に
特
に
人
気
が
高

く
、
近
隣
市
町
村
か
ら
も
集

客
を
行
え
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
整
備
を
促
進
し
、
町
民

の
健
康
維
持
、
医
療
費
の
抑

制
に
役
立
て
る
べ
き
と
考
え

請
願
す
る
。

二
、
請
願
項
目

町
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
建

設
を
促
進
す
る
こ
と
。

請
願
者

富
谷
町
成
田　
　

国
分
四
夫

富
谷
町
あ
け
の
平　

山
田
力

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
審

査
し
ま
す
。

請
願
書
と
は
…
町
民
が
議
会
に
提
出
す
る
要
望
書
で
す
。

請
願
書

請
願
書　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設
促
進
を

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設
促
進
を

「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」
に対する早急な規制強化等を求めるに対する早急な規制強化等を求める
意見書を採択意見書を採択
意見書とは、地方議会などが国に出す要望書です。

　違法ドラッグによる健康被害が頻発している。

　近年、いわゆる「脱法ハーブ」が出回ってきた。脱

法ハーブは、指定薬物の成分を一部変えて植物片に混

ぜたもので、「お香」「アロマ」などと称して販売され

ている。吸引して救急搬送されるケースが相次ぎ、死

亡した例も報告されている。

　よって政府におかれては以下の点について早急に対

応するよう、強く要請する。

一、成分構造が類似していれば規制対象にできる「包

括指定」を早急に導入すること。

一、指定薬物が麻薬取締官による取り締りの対象外を

改めるなどの法整備の強化を図ること。

一、薬物教育の徹底を含む未然防止策の強化を図るこ

と。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出

します。

　平成２４年９月２０日

宮城県富谷町議会

提出先　内閣総理大臣　ほか

○会派等別収支内訳（平成23年10月１日～平成24年３月31日）
単位：円

戻入額支出額交付額会派名（人数）

410359,590360,000フォワード富谷（４人）

0270,000270,000みらい富谷（３人）

333179,667180,000アクティブ21（２人）

0180,000180,000日本共産党（２人）

382269,618270,000フロンティア富谷（３人）

148,281211,719360,000一人会派及び議員（４人）

149,4061,470,5941,620,000合　計（1８人）

※交付額は議員一人あたり月額15,000円です。

※支出額が交付額を上回る場合は、交付額と同額で表示しています。
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Treadmark of American Soybean Association

環境に優しい大豆油インキを 
使用しています 再生紙を使用しています 

� �����������������　
 
無
花
果 
の
実
も
大
き
く
膨

い
ち
じ
く

ら
み
、
朝
夕
の
涼
し
さ
に
秋

の
深
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
の
議
会
だ
よ
り
は
い

か
が
で
し
た
か
。
議
会
の
様

子
が
伝
わ
り
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。

　

『
議
会
広
報
は
議
会
の
鏡
』

と
も
言
わ
れ
ま
す
。「
わ
か

り
に
く
い
」
行
政
を
「
わ
か

り
や
す
く
」
あ
り
の
ま
ま
に

お
知
ら
せ
し
、
皆
様
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
議
員

の
責
務
で
あ
り
、
ま
た
議
会

広
報
を
追
求
し
て
い
く
こ
と

が
、
議
会
そ
の
も
の
の
改
革

や
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

石
川
啄
木
の
歌
に
『
こ
こ

ろ
よ
く
我
に
は
た
ら
く
仕
事

あ
れ
そ
れ
を
仕
遂
げ
て
死
な

む
と
思
ふ
』
が
あ
り
ま
す
。

黒
沢
明
監
督
の
『
生
き
る
』

で
は
、
平
凡
な
老
公
務
員
が
、

町
に
小
さ
な
公
園
を
造
る
こ

と
に
全
精
力
を
傾
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
紙
面
作
り
に

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

広
報
委
員　

長
谷
川　

隆

次号表紙次号表紙

ふたごちふたごちゃんゃんのの

写真募集写真募集
〈平成２４年２月１日発行予定〉

あて先・お問い合わせは…

富谷町議会事務局
T E L  022-358-0622
 E-mail
 gikaijimu@town.tomiya.miyagi.jp

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

� �����������������
（
応
募
要
項
）

①
題
材
…

「
就
学
前
の
双
子

（
三
つ
子
も
可
）」

②
応
募
〆
切
…

平
成　

年
１
月
７
日（
月
）

２５

（
消
印
有
効
）

③
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で

あ
り
、
他
に
発
表
予
定
の

な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

④
カ
ラ
ー
写
真
（
ア
ナ
ロ
グ

写
真
・
デ
ジ
タ
ル
写
真
ど

ち
ら
も
可
）
加
工
は
不
可

サ
イ
ズ
は
紙
焼
プ
リ
ン
ト

２
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上

⑤
採
用
作
品
の
版
権
・
使
用

権
は
富
谷
町
議
会
に
属
し

ま
す
。
な
お
、
作
品
の
返

却
は
し
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
み
や
議
会
だ
よ
り

��� 159
発
行
責
任
者
/
富
谷
町
議
会
議
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町民町民のの声声

　

宮
城
県
な
ぎ
な
た

連
盟
所
属
の
岡
田
先

生
は
、
富
谷
町
の
伝

統
・
歴
史
に
心
惹
か

れ
て
、
ぜ
ひ
こ
の
地

に
な
ぎ
な
た
を
普
及

さ
せ
た
い
と
の
思
い

で
、
富
谷
教
室
を
誕

生
さ
せ
た
と
の
こ
と

で
す
。

Ｑ　

結
成
は
い
つ
頃

で
す
か
。

Ａ　

平
成 

年
５
月

１９

ま
で
で
す
。
ま
た
、
木

曜
日
に
も
月
２
回
練
習

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

そ
の
練
習
の
成
果

は
。

Ａ　

暑
中
稽
古
や
寒
稽

古
に
も
参
加
し
鍛
錬
を

重
ね
、
県
大
会
で
は
平

成　

〜　

年
の
３
年
連

２１

２３

続
で
、
無
段
の
部
で
準

優
勝
で
す
。
今
年
は
優

勝
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
ね
ん

第１５ 回

り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
大
会
に
、

内
ヶ
崎
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん
が

出
場
し
、
役
員
と
し
て
も
３

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｑ　

今
後
の
抱
負
は
。

Ａ　

会
員
の
輪
を
広
げ
、
６

カ
所
の
公
民
館
で
「
な
ぎ
な

た
教
室
」
が
始
め
ら
れ
る
こ

と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

議
会
に
思
う
こ
と
は
。

Ａ　

今
後
は
議
会
を
傍
聴
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

富谷なぎなた教室

 

日
で
す
。

Ｑ　

会
員
は
何
人
で
す
か
。

Ａ　

当
初
は
７
人
で
の
稽
古

で
し
た
が
、
現
在
は
９
人
で

す
。

Ｑ　

練
習
は
い
つ
で
す
か
。

Ａ　

富
谷
武
道
館
で
、
毎
週

火
曜
日
９
時　

分
か
ら 

時

３０

１５

１２

　

「
富
谷
な
ぎ
な
た
教
室
」を

訪
問
し
、
指
導
し
て
い
る
岡

田
先
生
に
活
動
の
様
子
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

会員募集中!!

《問い合わせ先》

岡田先生

�022-278-0874

（18：00以降）

今今号号のの表表紙紙 たくさんの応募
ありがとうございました。

二卵性でそれぞれ違う性格です。

１歳も近付き、活発に動きまわっています。

左から 菊地　 大  喜 くん〈三男〉・
だい き

 大  雅 くん〈長男〉
たい が

　　　　　 大  翔 くん〈次男〉
ひろ と

（平成23年10月26日生まれ）《成田》


